
令和4年度(2022年度)志賀中学校学校評価書
自己評価

小項目評定 中項目評定 現　　　況 中項目評定 意見・提言等

基礎学力定着のための指導方法の工夫と改善 A

A

家庭学習の充実 B

B

基礎・基本の定着のためのICT機器の活用 B

A

言語活動の充実 B
A

支持的風土を育てる学級・学年集団づくりの実践 A

A

協同する体験・伝え合う喜び・コミュニケーション能力の育成を図る授業の工夫改善 A

A

主体的・対話的で深い学びを追究する授業研究や研修会 B
A

各種体験活動の積極的な実施 A

B

活動後の発表会等学習のまとめ A

B

体験学習の評価 A
A

生命を尊重する心やいじめを許さない態度などの道徳的実践力を育てる活動の実施 B

A

道徳科の授業・評価に関する研究や資料の開発・整備・交流 A

B

保護者等への道徳科の授業公開 C
C

たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工夫改善 A

A

体力づくりを推進する運動実技 A

B

体を動かす気持ちよさを体験させ，進んでからだを動かそうとする意欲の育成 A
A

学力向上を目指した指導体制・指導方法の工夫改善 A

A

教職員の指導力及び組織的な教育力の向上 A

A

ICT活用による校務の効率化と教育活動の質の改善 A

A

働き方改革の取組と教育活動の質の改善 B
B

保護者の子育てに対する積極的な支援 B

B

保護者・地域との交流や情報発信，参観，懇談会，研修会の実施，地域人材の活用 B

B

防災教育の推進と安心・安全な学校づくり A
A

子どもの校種間交流や教員の出前授業 A

校種間の授業公開や合同研修会 C

保幼小の接続期の教育課程の編成など校種間のカリキュラム研究 C

いじめや暴力行為，不登校等生徒指導上の諸課題の早期発見，日常的な予防指導 A

A

生徒指導・教育相談体制の確立と組織的な推進 A

A

家庭・地域・関係機関との連携による指導 A
A

個別の教育支援計画及び個別指導計画の作成と活用 B

B

組織的・計画的な特別支援教育体制 B

A

生徒理解を深めるための研修体制(巡回訪問を含む) B
B

生徒の学校満足度 A A
「学校生活は楽しく満足したものか」との質問に対して生徒の93％，「お子さんは学校に行くのを楽
しみにしていますか」との質問に対して保護者の81％が「そう思う」「まあまあそう思う」との回答
であった。

A
〇例年生徒満足度がAをキープし続けている。生徒と教員の信頼
関係が大切である。継続させて欲しい項目である。7％の生徒や
19％の保護者にもしっかり目を向けることも大切である。

〇生徒個々を見つめる視点を忘れることなく，引き続き高い水
準を維持していきたい。

＊各種アンケートにおいて「かなりできている」「ほぼできている」が概ね80％以上がA，60％以上をBとする。

学校満足度

〇昨年度に引き続き，現在の指導体制は充実しており，組織的
に動くことができている。しかし，生徒の行動が変化する中で
対応が難しいことも増えてきている。引き続き全員で共通した
意識のもと，より緊張感をもって指導にあたっていく必要を強
く感じる。

特別支援教
育の
充実

B

B

〇昨年度に引き続き，個々への対応に力を割くことが多く，研修体制を充実させることができなかっ
た。現状では研修のニーズに答えることができておらず，特別支援教育コーディネーターを中心とし
て計画的に研修の機会を持つようにしていきたい。
〇個別の指導計画についても，効果的に機能させることができていない。保護者と共に生徒の5年後、
10年後を考えて個別指導計画を毎年見直し、学年で共通理解し、各教科担当でいかすべきだと考え
る。

B

〇昨年度に引き続き，研修体制の充実が求められる。生徒理解
のための研修は非常に重要である。様々なきめ細やかな対応の
ためにも，ぜひ研修の機会を充実させてほしい。支援を要する
生徒が増える中で，小中の連携が重要であり，細かな情報交換
につとめてもらいたい。

〇特別支援に関係した研修への要望は強いが，数年できていな
い。次年度は計画的な研修を企画していくことが必要である。
〇生徒を置き去りにしない為にも、情報交換を密にしながら場
合によっては関係機関につなぐ筋道を今後も継続していきた
い。

〇昨年、一昨年とコロナ禍のため、評価をしていませんでしたが、今年度は少しではあるが連携事業
ができつつある。校区の子どもたちの接続は大切だと考えている。教員の出前授業により、校種間の
共通の課題を洗い出し、子どもたちにとって効果的な学力向上等に繋がるものと考える。

B
〇校種間で情報を密にする意味は大いにあると思う。コロナ終
息後の連携強化に期待している。

〇教員の出前授業などについては本年度の事業を継続して，より充実
を図っていきたい。
〇校区研を利用して、校種間の交流を密にして、生徒の実態に即し
た、研修等を計画していきたい。

組
織
的
体
制
の
充
実

生徒指導体
制の
充実

A

A

〇数年来，生徒指導体制については高い評価がされている。問題が起こった場合などの組織的な指導
体制については，迅速で的確な運用がされている。
〇SNSでのトラブルが大幅に増えている。生徒指導部中心にネット社会のトラブルの加害者にも被害者
にもならないよう視聴覚教材を利用しての学習をした。
〇不登校生徒（学校に来にくい生徒含）が多く、教育相談担当と別室登校に関する組織強化を考えな
いといけない。

A

〇生徒の個々の課題が多様化、複雑化する中でも組織で早期発
見、対応されている。
〇小学校との連携を密にしながら，引き続き充実した指導体制
をとっていかねばならない。（不登校生徒等も含め）

〇学力向上策として、放課後学習や質問教室の充実をできるこ
とから取り組んでいきたい。
〇働き方改革については，できることから実践し、できるだけ
生徒と触れ合う時間を確保したい。
〇教員の教育力向上のためにOJTを活用し、組織として成長でき
る研修計画を練っていきたい。

育
ち
と
学
び
を
支
え
る
連
携

家庭・地域
との
連携

B

B

〇本校は様々な場面で地域と強く連携することができており，多くの協力・支援をいただいているこ
とを実感している。2年生の職業講話の際には地域人材を活用させていただいた。
〇地域と生徒会（生徒会の夢プロジェクト事業）がタイアップし、志賀中学校マスコットキャラク
ターのふぁいとくんの飛び出し坊やの制作を美術部の力をかりて行い、設置にこぎつけた。
〇年2回の避難訓練を実施した。その際教員の役割を確認し、非常時に備える準備を日頃から続けてい
る。防災教育の一環として、視聴覚教材もとり入れ非常時の際の学習をした。

B
〇学校、保護者、地域が連携し課題を明確にし、解決していっ
てもらいたい。

〇保護者の子育てに関する悩みから、保護者のニーズを把握
し、校区研修はできないかを考えていきたい。
〇不審者侵入の研修は次年度取り組んでいきたい。

保幼小中の
連携

　B

指
導
計
画

（

組
織
的
・

計
画
的
）

A

A

〇昨年度までに引き続き，指導計画については評価が高い状況が続いている。ICT利用による校務の効
率化も定着し，安定して機能すると同時に，さらなる効率化へ向けての工夫がされている。
〇OJTの組織を立ち上げ力のある中堅教員が若手教員の見本となり、組織的な教育力の向上を目指して
きた。情報推進リーダーを中核として、校務の効率化も進み始めている。
〇働き方改革については徐々にではあるが浸透し始めている。今後も教育の質を落とすことなく、行
事の精選も視野にいれて考えたい。

A

〇学力向上に向けてはすぐに成果が出るものではないが、具体
的な取り組みを期待している。
〇働き方改革については，学校内だけでは限界がある。運営協
議会として教員数等県や委員会に働きかけていかねばならな
い。
〇ICTの効果もあるが、会話によるコミュニケーション力が低下
するのではないかと心配している。

〇学年の課題や考えさせたいことを教材として用いることを今
後も継続していきたい。生徒と共に考え、自分の思いを言葉に
してみることを大切にしていく。また道徳的価値を高めるよう
なタイムリーな話題があれば、朝の会などで発信していく。

体
力
づ
く
り

A

A

〇体力づくりの項目については，数年来高い評価が続いている。今後も継続して行きたい。今年度は
学校体育研究大会が開催され、学校全体にも体力づくりに対する意識づけが図られた。
〇学校で怪我をすることや、活動することで怪我をすること恐れるあまり、必要以上に制限をかけて
いる恐れもある。
〇学校保健委員会主催の講演は体を動かすこともあり大変好評であった。（PTA共催事業）

A

〇外部との連携（スポ大のボランティアの学生や講師先生）の
充実により開かれた学校運営をしているのでよいのではない
か。
〇引き続き，元気な生徒、元気な先生が多い学校であることを
期待している。

〇生徒のモチベーションを持続させる工夫を考え、実践してい
きたい。
〇連携事業は次年度も継続して行いたい。

道
徳
教
育
の

充
実

B

B

〇本校生徒は道徳の授業は好きな生徒が多く、答えのないことや他者の考え方と自分の考えを比較し
ながら、学び合うことが好きであると感じている。各学年道徳担当教員を中心に生徒の実態に即した
タイムリーな教材による道徳を展開している。今年度も公開授業ができない状況であったが、道徳や
人権学習等での学校公開を積極的にして、生徒と保護者が共通の話題で話をする機会をつくることも
必要だと感じる。

B

〇道徳は心を耕す場であり、正しいことや美しいものに触れる
ことで、道徳的価値を高めていくことは大事であると感じる。
生徒が高め合えた価値観などを学級通信を発行することで、保
護者にも紙面ではあるが、保護者に返すことも一定できていた
のであろう。

〇体験活動や学校の教員以外との出会いの場を提供することは
大切だと考えている。各学年の行事を精選すると共に、人権学
習も継続していく。
〇体験活動後の振り返りをし、自分の表現方法で自分の思いを
伝える場の設定も作る必要がある。

〇家庭学習の定着を図るための取り組みの１つとして、課題を
一定量・継続的に出題したり、iPadを利用してこれまでと異なる
課題の出し方試みたりすることが今後必要になってくるのでは
ないか。
〇タブレットの使い方については、情報リテラシーも含めた教
員の研修の充実、更に生徒への啓発も今後更に必要になると感
じている。
〇オンライン学習も場合によってはとり入れていくべきであ
る。

〇生徒に1台のタブレットをはじめとするICT機器の活用につい
て，今後も研修の体制などを充実させていきたい。
〇家庭学習の習慣化を目指して、テスト前だけ課題を与えるの
ではなく、計画的に学習させる必要性がある。また、課題の出
し方も工夫をしたい。

主体的・対
話的で

深い学び

A

A

〇学年・学級集団つくりに際して、学活の時間を特設でなく、定期的に設けることにより、担任のカ
ラーを出しながら仲間づくりやその時のタイムリーな学級活動等をすることができた。
〇子どもを中心に据えた授業改善（主体的・対話的・学びの質）を意識して取り組めた。
〇11月には全国学校体育研究大会を開催し、全国から体育教員が本校に80名ほど来校し活発な討議が
できた。また今年度も外部の有識者を招いての年2回の校内研究や、年間10回程度のグループ別研究会
も開催できた。（2023年2月現在も継続中である）

A

〇協同的な学びを実践している先生方がたくさんおられ、生徒
もグループ学習での学ぶ楽しさを感じている。大切なコミュニ
ケーション力を育み、わからないことをわからないと伝えるこ
とができる生徒を増やしてほしい。今後も学習の規律を守り，
生徒の特性に配慮しながら，現在の取り組みがさらに進化して
いくことを期待している。

〇本校の強みである生徒と教師、生徒間での学び合いを継続さ
せることにより課題のある生徒を置き去りにしない。
〇生徒のつぶやきを見逃すことなく、そのつぶやきや疑問から
学習を展開させるファシリテーターとしての教員の指導力を高
める。

体験活動
A

B

〇本年度も計画の変更が余儀なくされる中、修学旅行をはじめ、各学年出来得る感染症対策を講じな
がら積極的な実施をすることができた。
〇各学年とも人権学習を通して自分の生き方を考えるきっかけになった。（リモートでなく対面形式
での人権講演会も開催できた。）事後学習の充実は課題として残った。
〇2年生では職場体験は出来なかったが、職業講話を聴かせていただき今後の生き方について考えられ
た生徒もいた。

A

〇コロナ禍で難しい舵取りの中でも、体験活動を実施していた
だいたことに感謝している。学校と社会の結びつきを感じるこ
とができる人権学習を熱心にされていることも志賀中の１つの
特徴だと感じる。次年度も体験学習をしっかりと教育課程に位
置付けて取り組んでもらいたい。

大項目 中項目 小項目
学校関係者評価

今後の学校改善に向けて

学
び
合
い

(

協
同
的
な
学
び

)

確かな学力
B

B

〇ICT機器やipadの利用に関して，安定して利用がされるようになってきており，学習への効果的な利
用を探る動きが大きくなってきている。更に基礎・基本の定着に効果のあるICT機器を用いた授業展開
をしていきたい。ただ生徒のタブレットの使用のルールが守れない生徒が少なからずいる。
〇学習のめあてや振り返り等をすることで次への学びへつなげるよう工夫している。
〇ICT機器やipadの利用により、繰り返し学習により一定の効果は見られた。
〇教員が話過ぎることによって、生徒の学びの時間も奪ってしまっていることもある。

B

昨年度の

評価


